
実施者：㈱東和防災システム         外壁全面打診調査・実施の例   
             ■建築基準法・特定建築物定期調査に伴う 10年毎の全面打診調査  
             ■外壁劣化診断（建物詳細調査） 

    ◆調査方法：赤外線調査法の手順：対象・市内中学校 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      



    Ⅰ．10年毎の全面打診調査：例 2 ／対象：マンション 12階建て（タイル仕上げ） 
         ・当報告書は東和で実施する「打診併用調査」のうち赤外線調査の例として記載しています。 
         ,・他の物件も「測定区画」毎に報告書を作成しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ◆建築基準法・特定建築物定期調査に伴う 10年毎の全面打診調査  
     ・当社で実施の打診併用調査（赤外線調査＋打診調査）  

       Ⅰ．10年毎の全面打診調査：例１ ／対象：中学校・モルタル仕上げ 

                         【サーモ画像】       本図原紙サイズ：Ａ３              
 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

  １．日照による温度上昇部（赤や黄色部分）が要注意箇所（浮き部）となるが、サッシ廻りや建屋構造等により他の部分も温度上昇 
    するので、全てが不良箇所ではない。・・・浮き等の判定は測定者の熟練度や温度分布確認の打診併用調査を要する。 

  ２．赤外線調査と打診調査を実施後、浮き部を判定した後、モルタル浮き・クラック等の「調査結果図」を作成したものです。 

                        【調査結果図】 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ３．学校は棟数が多いので６名でチーム編成した。玄関側が北面・冬期調査により日照不足面が多いので高所作業車を使用し打診調査 
    を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   Ⅰ．10年毎の全面打診調査：例２ ／対象：マンション・モルタル仕上げ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    Ⅰ．10年毎の全面打診調査：例２ ／対象：大規模スーパー・モルタル仕上げ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   Ⅰ．10年毎の全面打診調査：例３ ／対象：病院・タイル仕上げ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    Ⅱ．外壁劣化調査（建物詳細調査）：例１ ／対象：庁舎・タイル仕上げ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   Ⅱ．外壁劣化調査（建物詳細調査）：例２ ／対象：マンション 12階建て・タイル仕上げ 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 可視写真                                                                        可視写真 

 

 

 

 

 

 

                                                         可視写真＋ロープ調査 

 

 

 

 

 

 

                                                            ロープ調査 

                                                        赤外線サーモグラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                         赤外線サーモグラフ 

 

 

 

 

 

 

 

    タイル浮き部 

全面打診調査は１０年毎と

調査期間が長いので当社

では必ず打診併用調査を

実施しています 


